
 
近年，公立高校・私立高校を問わず，上位レベルの入試における合否は，単に暗記事項を覚え

ているかどうかではなく，知識を使って問題を考えさせる「思考型問題」に対応できるかどうか

にかかっています。 
「思考型問題」の対策をするとき，思考型の設問だけをピックアップして解けばよいと思いが

ちですが，そうすると，演習で得られた知識が断片的なものになってしまい，効果的な演習にな

りません。問題演習を効果的なものにするためには，思考型の設問で問われている内容が，どの

分野と関連があり，どの分野の発展内容であるかを理解することが必要になります。 
本書では，近年の入試問題から，思考型の設問を含んだ大問を選び，その大問の他の設問を解

きながら，関連事項の知識を確認し，思考型の設問で問われている周辺の事柄を理解できるよう

に編集しています。 
本書で得た知識を，入試本番で活かせる形で，暗記することを意識すれば，応用力が飛躍的に

アップするでしょう。また，思考型の問題に取り組む中で，その分野に興味や関心を持ってもら

えることを期待しています。 

 
     思考型の設問についています。 
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　太郎さんは，右の図Ⅰのようなスノーボードクロス※のテレビ中継の録画を見な

がら，理科の授業で学習したことについて考えた。これに関して，次の⑴～⑸

の問いに答えよ。� （香川）

　

⑴　靴で雪の上に立つと雪に沈むが，それに比べて，スノーボードを履いて雪の上に立つと雪に沈ま

ない。その理由を，「雪に接する面積」「圧力」の言葉を用いて，下の下線部に簡単に書け。

　　　スノーボードを履いて雪の上に立ったほうが　　　　　　　　　　　から。

　　

⑵　右の図Ⅱは，スタートのようすである。選手は固定された棒を握り，その棒を

体に引きよせるようにして，スタートをおこなっている。次の文は，そのときの

力について述べようとしたものである。文中の２つの〔　　　〕内にあてはまる

言葉を，㋐，㋑から一つ，㋒，㋓から一つ，それぞれ選んで，その記号を書け。

　　�　選手が棒に力を加えると，同時に，選手は棒から同じ大きさで〔㋐同じ　　㋑逆〕向きの力を

受ける。この２力は〔㋒作用・反作用の関係にある　　㋓つり合っている〕という。

　　

⑶　太郎さんは，右の図Ⅲのようにテレビの画面上に，雪の斜面に沿ってもの

さしをあてて，固定カメラの前を通過する選手がその斜面に沿って下向きに

滑っている映像を， 1
30 秒ずつコマ送りにしながら，Ｐ点からの画面上の移動

距離を調べた。下の表は，選手がＰ点を通過してからの映像のコマ数と，Ｐ点

からの画面上での選手の移動距離をまとめたものである。また，この選手の

　スノーボードの長さは 1.6�ｍであり，画面上ではか

ると 16�cm であった。映像のコマ数が 12 コマから 18

コマまでの間の，実際の選手の平均の速さは何 m/s

と考えられるか。

　　

問題

図Ⅰ

（※�　スノーボードの競技の一つで，ジャンプ台などが設けられたコースを，複数の選手が同時にス
タートして滑り，順位を競う競技  ）

図Ⅱ

Ｐ点を通過してからの

映像のコマ数
6 12 18

Ｐ点からの画面上での

選手の移動距離［cm］
8.0 18.0 30.0

選手

ものさし

雪の斜面
Ｐ

図Ⅲ

第１章 物理

スノーボード８
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⑷　右の図Ⅳは，選手がジャンプ台を超えるようすを模式的に表したも

のである。Ｑ点を通過した後ジャンプをし，Ｑ点より上であるＲ点を

通過し，Ｑ点より下にあるＳ点に着地した。Ｑ点，Ｒ点，Ｓ点を通過

するときの選手の速さをそれぞれ q，r，sとする。このとき，q，r，s
の関係は s＞ q＞ rであった。このときのＱ～Ｓ点で選手がもつ運動

　エネルギーや位置エネルギーの関係について述べた，次のア～エのうち，最も適当なものを一つ選

んで，その記号を書け。

　ア．Ｒ点はＱ点に比べ，位置エネルギー，運動エネルギーとも減少している

　イ．Ｓ点はＲ点に比べ，位置エネルギーは減少しているが，運動エネルギーは変化していない

　ウ．Ｓ点はＱ点に比べ，位置エネルギーは減少しているが，運動エネルギーは増加している

　エ．Ｑ点，Ｒ点，Ｓ点のうち，運動エネルギーが最小のところはＳ点である

　　

⑸　右の図Ｖは，ゴールのようすである。Ａ選手がゴールして 0.25 秒後にＢ

選手がゴールし，Ａ選手がゴールして 0.40 秒後にＣ選手がゴールした。太

郎さんが，Ａ選手がゴールしてからＢ選手がゴールするまでの，Ｂ選手とＣ

選手の運動を調べると，Ｂ選手はゴールラインに垂直に 8.0�m/s の等速直線

運動をしており，Ｃ選手はＢ選手の真後ろを 14.0�m/s の等速直線運動をして

いた。Ａ選手がゴールしてからＢ選手がゴールするまでに，Ｃ選手はＢ選手

に何ｍ近づいたと考えられるか。

　　

Ｑ

Ｒ

Ｓ

ジャンプ台

図Ⅳ

LEVEL
UP

図Ⅴ

―�21�―

P02-21_MJプログレス_理科_物理_問題.indd   21 16/12/28   14:34MJプログレス_理科_問題.indd   21 17/01/11   14:27

SAM
PLE



　電池のしくみを調べるために，次の実験を行った。後の⑴～⑶の問いに答えなさい。� （群馬）

［実験１］

　図Ⅰの装置で，１枚の金属板に亜鉛，もう１枚の金属板に銅を用いて，

うすい塩酸，エタノール水溶液，砂糖水，食塩水の４つの水溶液で，そ

れぞれ電子オルゴールが鳴るかどうか調べたところ，うすい塩酸と食塩

水では電子オルゴールが嗚った。

［実験２］

　図Ⅰの装置で，水溶液にうすい塩酸を用いて，金属板の組み合わせを変え，それぞれ電子オルゴー

ルが鳴るかどうか調ベた。下の表は，その結果をまとめたものである。

　　

　　

［実験３］

⒜　図Ⅱのように，うすい塩酸５cm3 をビーカーＡにとり，BTB

溶液を数滴加えると，水溶液は黄色になった。次に，ビーカー

Ａにうすい水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと，９cm3 加

えたところで，水溶液は緑色になった。

⒝　図Ⅰの装置で，⒜と同じ濃度のうすい塩酸を用いて，金属

板を銅板とマグネシウムリボンにして，電子オルゴールをし

ばらく嗚らし続けた。その後，その水溶液５cm3 を図Ⅲのよう

にビーカーＢにとり，BTB 溶液を数滴加えると，水溶液は黄色

になった。

　　次に，ビーカーＢに⒜と同じ濃度のうすい水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと，６cm3 加え

たところで，水溶液は緑色になった。

問題

図Ⅰ

電子
オルゴール

スイッチ

水溶液

金属板
電圧計 金属板

金属板の組み合わせ オルゴールのようす

亜鉛板と亜鉛板 鳴らなかった。

銅板と銅板 鳴らなかった。

マグネシウムリボンとマグネシウムリボン 鳴らなかった。

亜鉛板とマグネシウムリボン 鳴った。

銅板とマグネシウムリボン 鳴った。

ビーカー A

BTB 溶液

うすい塩酸
（5cm3）

うすい
水酸化ナトリウム
水溶液

※9cm3 加えると
　 緑色になった。

図Ⅱ

ビーカー B

BTB 溶液

電子オルゴール
を鳴らした後の
うすい塩酸（5cm3）

うすい
水酸化ナトリウム
水溶液

※6cm3 加えると
　 緑色になった。

図Ⅲ

第２章 化学

電池になる条件５
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⑴　実験１で，うすい塩酸を用いて電子オルゴールを嗚らしているとき，亜鉛板の表面はざらついて

いることが観察できた。亜鉛板の表面で起こっている化学変化を表すために，次の� ａ �には当

てはまるイオン式を書き， ｂ �には電子１個のモデルを⊖として，当てはまる数だけ電子のモ

デルをかきなさい。

　　　　　Zn � ａ �＋� ｂ

　　

⑵　実験１と実験２からわかる，電池をつくるために必要な水溶液の条件と金属板の条件を，それぞ

れ簡潔に書きなさい。

　　

⑶　実験３の結果から，ビーカーＢの水溶液に加えたうすい水酸化ナトリウム水溶液の量が，ビー

カーＡの水溶液に加えたうすい水酸化ナトリウム水溶液の量より少なかった理由を，「電子」とい

う語を用いて書きなさい。

　　

ａ： ｂ：

LEVEL
UP

LEVEL
UP
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　植物の光合成と呼吸について調べるために，次の実験を行った。後の⑴～⑷の問いに答えなさい。

� （群馬）

［実験］

　青色の BTB 溶液をビーカーに入れ，ストローで息を吹き込み緑色にした。その

溶液を，図Ⅰのように試験管Ａ～Ｄに入れ，試験管Ａ，Ｂには同じ長さに切った

オオカナダモを１本ずつ入れた。すべての試験管に気泡が入らないようにゴム栓を

して，試験管Ｂ，Ｄにはアルミニウムはくを巻き，試験管内に光が当たらないよ

うにした。４本の試験管を十分な光が当たる場所にしばらく置いた後，BTB 溶液

の色の変化を調べ，その結果を表にまとめた。

　　

　　

⑴　この実験において，試験管Ａに対して試験管Ｃ，試験管Ｂに対して試験管Ｄを用意したのは，試

験管Ａ，Ｂの結果が，何によるものであることを確かめるためか，適切なものを，次のア～エから

選びなさい。

　ア．光　　イ．温度　　ウ．酸素　　エ．オオカナダモ

⑵　試験管Ａのオオカナダモの葉をとり出し，薄いヨウ素液をたらして顕微鏡で観察したところ，細

胞の中の小さな粒が青紫色に染まっていた。このことについて，

①　細胞の中の小さな粒が青紫色に染まったことから，何がつくられていたとわかるか，書きなさい。

　　

②　この小さな粒を何というか，書きなさい。

　　

⑶　試験管Ｂでは，光合成が行われず，呼吸による二酸化炭素の放出のみが起こり，溶液が酸性と

なったため，表のような結果になったと考えられる。これに対して，試験管Ａが表のような結果に

なった理由を書きなさい。

　　

問題

オオカナダモアルミニウムはく

図Ⅰ

A B C D

試験管 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

BTB 溶液の色の変化 青色になった 黄色になった 変化なし 変化なし

第３章 生物

地球温暖化対策２
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⑷　植物の光合成によるはたらきは，地球温暖化対策にも役立つものとされており，植林によって森

林を増やすことで，大気中の二酸化炭素を削減する効果が期待されている。家庭１世帯から１年間

に排出される二酸化炭素を１年間で吸収するためには，何本の木が必要となるか，書きなさい。

　　ただし，図Ⅱのように，家庭１世帯からの二酸化炭素排出量を年間 5370�kg とし，葉は１ｍ2 あ

たり平均して年間 3.5�kg の二酸化炭素を光合成で吸収し，0.9�kg の二酸化炭素を呼吸で排出してい

るものとする。また，木１本の葉の総面積を 150�ｍ2 とし，木１本の葉以外の器官から呼吸によっ

て排出される二酸化炭素の量を年間 380�kg とする。

　　

　　

　　

LEVEL
UP

図Ⅱ

家庭 1 世帯
からの

二酸化炭素
排出量

5370kg/ 年

二酸化炭素
吸収量

3.5kg/ 年

二酸化炭素
排出量

0.9kg/ 年

木１本の葉の
総面積
150m2 木１本の

葉以外の器官
からの

二酸化炭素
排出量

380kg/ 年
葉1m2 あたり

―�39�―

P36-45_MJプログレス_理科_生物_問題.indd   39 16/12/28   14:34MJプログレス_理科_問題.indd   39 17/01/11   14:27

SAM
PLE



　次の１，２の問いに答えなさい。� （宮城，石川　改）

１．図１は，ある日の午前９時における前線の位置を示したものです。

次の⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴　前線Ａと前線Ｂの名称をそれぞれ答えなさい。

　　

⑵　この日の午前９時頃に，前線Ｂ付近にある地点Ｐでは短時間に強い雨が降りました。前線Ｂ付近

ではこのような雨が降ることが多くなりますが，その理由を，暖気と寒気という２つの語句を用い

て，説明しなさい。

　　

⑶　温帯低気圧の移動にともない，図２のよう

に，前線Ｂが前線Ａに追いつき，前線Ｃがで

きる。前線Ｃの名称を答えなさい。また，前

線Ｂ側の寒気ｂの温度が前線Ａ側の寒気ａよ

り低い場合，Ｇ－Ｈ間の断面はどのようにな

るか，例のＥ－Ｆの断面にならって，寒気ａ，

寒気ｂ，暖気と前線Ｃの位置関係がわかるよ

うに，図にかき入れなさい。

　　

　　

問題

前線Ａ

前線Ｂ

地点Ｐ

図１

（「気象庁のホームページ
より作成」）

Ａ Ｂ

LEVEL
UP

LEVEL
UP

図２

寒気ｂ 寒気 a

暖気

ＦＥ Ｇ Ｈ

寒気ｂ 寒気 a

暖気

前線Ｃ

暖気
寒気ｂ 寒気 a

前線Ｂ 前線Ａ

ＦＥ

例

Ｇ Ｈ

第４章 地学

天気の変化と地震速報１
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２．図３は，緊急地震速報のしくみを表したものです。あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。

　　

　　

⑴　ある地震が発生したとき，図３の地震計では，はじめに小さなゆれを観測し，その後に大きなゆ

れを観測しました。はじめに観測した小さなゆれのことを何というか，答えなさい。

　　

⑵　次の文章は，地震の波の発生と，伝わり方について述べたものです。文章の内容が正しくなるよ

うに，①のア，イ，ウ，②のエ，オからそれぞれ１つ選び，記号で答えなさい。

　　

　　

　　

⑶　ある地震では，震源から 42�km 離れた地震計で観測されたＰ波をもとに，緊急地震速報が発信さ

れました。この地震計がＰ波を観測してから 10 秒後に，震源から 120�km 離れたある地点で緊急地

震速報を受信しました。この地点で緊急地震速報を受信してからＳ波が到達するまでの時間は何秒

か，求めなさい。ただし，Ｐ波とＳ波はそれぞれ一定の速さで伝わり，Ｐ波の速さは６km/s，Ｓ波

の速さは４km/s とします。

　　

図３

×

震源 地震計

気象庁

テレビやラジオ ,
携帯電話など

震源に近い場所にあ
る地震計で，P波によ
る小さなゆれを観測
し，気象庁に情報を
送る。

地震計からの情報をも
とに，S波による大きな
ゆれの到着時間や震
度を予測し，緊急地震
速報を発信する。

テレビやラジ
オ，携帯電話
などで緊急地
震速報を受信
する。

（「気象庁のホームページ」より作成）

　震源では①（ア　Ｓ波よりＰ波が先に　　イ　Ｐ波とＳ波が同時に　　ウ　Ｐ波よりＳ波が

先に）発生する。観測地点にＰ波が到着してからＳ波が到着するまでの時間は，観測地点が震

源から離れるほど②（エ　長く　　オ　短く）なる。

①： ②：

LEVEL
UP
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　純さんは，北海道で見られる流氷に興味をもち，そのでき方を調べた。下の⑴～⑷の問いに答えな

さい。� （秋田）

　　純　�「資料で調べたところ，次のことがわかりました。そこで，北海道で見られる流氷のでき方

を説明したいと考えました。」

⑴ 図３は，図２の流氷を横から見たようすを模式的に表したものである。�

このとき，流氷が海水から受ける上向きの力を何というか，書きなさい。

⑵ 純さんは，下線部ａの理由について予想し，実験Ⅰを行った。

問題

・北海道で見られる流氷は，図１のＰ海でできた氷が，図２のように流

れてきたものである。

・Ｐ海には，Ｑ川から大量の水が流れこんでいるため，Ｐ海の海水は，

広い範囲で，水深約 50 ｍを境にａ塩分の濃度が異なる上下２層に分

かれている。２層のうち，上層のほうが下層よりも冷えやすい。

・Ｐ海は，ｂ季節風の通り道となっている。

Q川

P海

図１

北海道

図2
海
流氷

図３

流氷 海水面

海水

【予想Ⅰ】塩分の濃度が異なると，密度も異なるため，２層に分かれるのではないか。

【実験Ⅰ】同量の水が入った容器を２つ用意し，表のよ

うに，それぞれｃ食塩を加えてすべてとかし，食塩水

Ａ，Ｂをつくり着色した。次に，図４のようにｄこま

ごめピペットで，Ａ，Ｂの順にゆっくりと試験管に注

いだ。さらに，別の試験管で，Ｂ，Ａの順に同様に

行ったところ，図５のようにどちらもＡが上層となる

２層に分かれた。ただし，食塩水の着色に用いた物質

の質量は考えないものとする。

【考察Ⅰ】塩分の濃度のうすい海水は，塩分の濃度のこ

い海水と比べ，密度が（　Ｆ　）ため，２層のうち

（　Ｇ　）層になるのではないかと考えた。

A

B

図４ 図５

A，Bの順 B，Aの順

安全球

試験管

食塩水（色） A（赤） B（青）

加えた食塩の質量［ｇ］

食塩水の質量［ｇ］

食塩水の体積［cm3］

10 80

260 330

254 278

第５章 総合

流氷のでき方１
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①　次のア～エのうち，下線部ｃはどれに分類されるか，２つ選んで記号を書きなさい。

　ア　無機物　　イ　有機物　　ウ　単体　　エ　化合物

　　

②　下線部ｄには安全球とよばれる部分がある。安全球は何のためにあるか，書きなさい。

　　

③　実験Ⅰで用いた同量の水の質量は何ｇか，求めなさい。

　　

④　考察Ⅰが正しくなるように，Ｆ，Ｇに当てはまる語句をそれぞれ書きなさい。

　　

⑶　次に純さんは，下線部ｂが吹
ふ

く理由について予想し，実験Ⅱ，Ⅲを行った。

　　

①　考察Ⅱが正しくなるように，Ｒに当てはまる内容を，あたたまり方と冷え方を示して書きなさい。

　　

LEVEL
UP

LEVEL
UP

Ｆ Ｇ

【予想Ⅱ】大陸と海で温度差があると，気圧差が生じて季節風が吹くのではないか。

【実験Ⅱ】室温 10℃の部屋で，図６の

ように，大陸に見立てた砂と，海に

見立てた水を同じ温度にしてから，

白熱電球で等しく光を当てた。６分

後，白熱電球を消し，そのまま放置

した。図７は，このときの温度変化

を示したものである。

【考察Ⅱ】図７から，大陸と比べ海のほうが� Ｒ �ため，大

陸と海で温度差が生じるのではないかと考えた。

【実験Ⅲ】図８のように，湯と冷たい水を入れて温度差

のある状態にした透明な容器に，線香の煙を入れたとこ

ろ，矢印のように煙が動いた。

【考察Ⅲ】図８から，大陸と海で温度差があると，地表

付近では，温度の（　Ｘ　）ほうに発生する（　Ｙ　）

から季節風が吹くのではないかと考えた。

図６

デジタル
温度計

白熱
電球

砂 水

図７

温
度

［℃］

30

20

0
0 10 20

時間［分］

砂 水

図８

ふた

透明な容器

冷たい水

線香

湯

S

LEVEL
UP
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② 次のア～エのうち，実験Ⅲの図８の湯の上で，矢印Ｓの向きに煙が動いた理由はどれか，１つ選

んで記号を書きなさい。また，図８の煙の動きを大気の動きに見立てたとき，矢印Ｓの向きの空気

の流れを何というか，名称を書きなさい。

ア 湯の上の空気の湿度が低くなるから

イ 湯の上の空気が膨張するから

ウ 湯の上の空気の質量が大きくなるから

エ 湯の上の空気が露点に達するから

③ 考察Ⅲが正しくなるように，Ｘ，Ｙに当てはまる語句を次から１つずつ選んで記号を書きなさい。

ア 高い イ 低い ウ 高気圧 エ 低気圧

⑷ 純さんは，考察Ⅰ～Ⅲから，北海道で見られる流氷のでき方を次のように説明しようとした。し

かし，説明を見直したところ誤りに気づいた。下線部ｅ～ｈのうち，誤りのあるものを１つ選んで

記号を書きなさい。また，選んだものを正しく書き直しなさい。

　純　�「Ｐ海では，Ｑ川から流れ出た大量の水によって，表面付近が覆われ，その部分の海水の塩分

の濃度がｅうすくなるため，海水が２層に分かれます。冬にｆ海から大陸へ向かって吹くｇ冷

たい季節風の影響で，２層のうちｈ上層に氷ができ，それが流氷になるのではないかと考えま

した。」

記号 名称

Ｘ Ｙ

LEVEL
UP

記号 書き直し
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